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要旨 
本研究は、地球規模での少子高齢化や国境を越えた人の移動といった新たな人口動向

に対し、ジェンダーの視点から従来の国際保健分野で見過ごされてきた課題、特に女性
の社会進出に伴う私的領域でのケアワーク縮小（Global Care Deficit）、グローバル・
ケア・チェーン、工業化と出生力低下、生殖補助医療のアクセス格差といった問題を析
出し、国際保健施策の立案に資することを目的とするものである。初年度は、アジア各
国におけるケアの社会化、生殖補助医療の現状、移民の健康問題などについてジェンダ
ーの視点から調査・分析を行い課題を同定した。これらの成果を通じて、国際保健にお
ける未解決課題の早期同定、ケア不足やリプロダクティブ・ヘルス、移住労働者の健康
に関する処方箋を明らかにし、日本が国際会議等で新たなイニシアティブをとるための
フレームワークを提示することが期待され、次年度には具体的な政策提言を行う予定で
ある。
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＜研究全体の目的＞

本研究は、地球規模で広がる少子高齢化、
国境を越えた人の移動といった新たな人口
動向に対し、ジェンダーの視点を切り口に
従来の国際保健分野に取り残された課題を
析出し、国際保健施策の立案に資すること
を目的とする。
従来の国際保健の枠組みは、保健課題解

決のため、既知の医療・保健サービス技術
をどのように中低所得国へ普及させるかと

いったサービス提供に注目してきたといえ
る。他方で、途上国、新興国を始め工業化
の過程において女性の社会進出が進む中で、
不足する医療・保健サービスを伝統的に補
強していた、私的領域において女性が行っ
てきた育児、介護などケアワークの規模の
縮小といった現象が見られ始めている。こ
れは現在グローバルなケアの不足（global 
care deficit）として知られている。 
こうしたケアの不足は看護師などの専門

職の供給とも連動したものであることが知
られている。そのため、国際保健分野にお
ける諸課題を解決するための安定的なケア
ワーク供給体制の構築のためには、ジェン
ダーの視点は必要不可欠なものといえる。
例えば、ケア役割を女性に依存するジェン
ダー構造は、外国人メイドを始め、医師、
看護師などの医療専門職、福祉介護職、保
育士、乳母など、豊かな国の女性が貧しい
国の女性のケアワークに依存するグローバ
ル・ケア・チェーンを生み出している。
また先行研究は、私的領域におけるケア

ワークの縮小を放置したまま工業化を推し
進めた場合、急激な出生力の低下といった
形で社会の再生産能力が低下することを明
らかにしてきた。これは日本のみならず、
韓国、中国、台湾、タイ、シンガポールと
いった多くのアジア諸国がいま直面してい
る課題である。そうした中、これまで国際
保健分野においてジェンダーとの関連でも



っとも重点的に扱われてきたリプロダクテ
ィブ・ヘルスにおいても、近年、新たな動
向が見られる。生殖補助医療（不妊治療）
の発展は、女性のリプロダクティブ・ライ
ツを拡大するものといえるが、こうした医
療は概して高額であり、そのアクセスビリ
ティには経済的格差が伴っている。また、
こうした技術の進展の背後には、貧困層、
あるいは途上国の女性による代理母業など、
再生産活動のグローバルな格差を伴った進
展といった現象もみられる。 
本研究はこうした視点に基づき、初年度

において、国際保健分野の諸課題をジェン
ダーの視点から再検討することを通じて問
題を同定し、次年度においてそれに向けた
政策提言を行うことを目的とする。 
 
＜研究の実施結果、及び概要＞ 
① ジェンダーの視点による少子高齢化社
会でのケアの社会化における国際的課題の
同定（是川、林、小島、守泉） 
 ▽令和6年度 
・ケアの社会化に関してアジアの状況を

明らかにするため、アジア各国の研究協力
者のネットワークを活用した半構造化イン
タビューによる、育児、介護等、家庭内の
ケアワークの現状把握を試みた（対象候補
国：インドネシア、マレーシア、インド、
イラン、バングラデシュ、韓国、台湾、オ
ーストラリア、シンガポール、タイ等）
（竹内、林、守泉、小島）。 
・ケア提供者における保健課題の把握、

及び半構造化インタビュー調査実施に必要
な情報を収集した。特に、ケア提供者のワ
ーク・ライフ・バランスとwell-beingに関
する資料をサーベイした（竹内）。 
・国外の少子高齢化施策の情報収集。少

子化施策についてはアジアを、高齢化施策
（NCD対策、介護施策）に関してはアジ
ア・アフリカを中心に、情報を収集した
（林）。 
・日本、韓国、中国の少子化と少子化対

策の進展に関する情報収集。特に保育と育
児休業に関する政策や関連データの収集、
これらの政策テーマについて分析した先行
研究のサーベイを行った（守泉）。 
・台湾の家庭で雇用される外国人介護労

働者の現状と雇用先での家庭内の介護負担
の影響のジェンダー構造の分析を行った。
台湾の家庭で就労する外国人介護労働者は、
女性が97～99％を占める。彼らの処遇の男
女差を見ると、賃金は男女差が非常に少な
くみえる。ただし、経常性賃金（基本給）
は男性が若干高く、超過勤務手当などは女
性の方が高い。労働時間は女性の方で長い。
また、彼らへの評価内容にも男女差がある。

男性の場合は介護そのものや家族の時間的
負担ができたことが評価されている。女性
の場合は、男性で評価される項目に加え、
家事を手伝ってもらうことでも評価されて
いる。つまり、女性の場合、介護だけでな
く家事の面でも期待されている。女性がほ
とんどを占める外国人介護労働者でも、処
遇面での男女差があることを明らかにした。 

（小島）。 
 

② 少子化社会における生殖補助医療（不
妊治療）に関する国際的課題の同定（林、
岩澤） 
▽ 令和６年度 
・生殖補助医療に関し、インド、シンガ

ポール等アジア各国の研究協力者を通じた
現地・オンラインヒアリング等により、各
国、特にアジアにおける生殖補助医療の現
状に関する情報を収集した（林）。 
・低出生社会におけるリプロダクティ

ブ・ヘルスの検討。リプロダクティブ・ヘ
ルスやジェンダー革命の進展における課題
は、人口転換や産業化の段階によって変わ
る。人口転換の観点から各国の状況を整理
し、どのようなデータや変数でその状況を
把握できるか、ジェンダー変容や少子化と
の関わりを検討した（岩澤）。 

 
③ ジェンダーとグローバル・ケアチェー
ンの視点による移民に関する保健課題の研
究（是川、林） 
▽ 令和６年度 
・新型コロナ感染死亡率に見る移民の健

康問題の分析。人口動態調査個票データを
用い、日本国内での新型コロナ感染による
国籍別死亡率を推定した。外国人／移民女
性はホスト国において医療関係など、各種
ケアワークに従事することが多いとされ、
感染／死亡率が高いことが予想されるが、
そうしたケースが日本においてどの程度妥
当なのか明らかにした（是川）。 
・保健・介護人材の国際移動の現状把握。

送出国・受入国双方における国境を超える
保健・介護人材の統計情報、関連する施策
についての情報を収集した（林）。 
・アジアにおける移民の健康に係る国際

機関、国際ネットワークについての情報収
集、及び実態把握と共に適切な政策枠組み
を提案に向け、国際移住機関（IOM）と共
に研究会「Asia in Motion」を開催した
（林、是川）。 
 
＜結論＞ 
本研究は、地球規模で進行する少子高齢

化や国際的な人の移動といった新たな人口
動向に対し、ジェンダーの視点を導入する
ことで、従来の国際保健の枠組みでは見過



ごされてきた課題を浮き彫りにし、具体的
な政策立案に貢献することを目指したもの
である。初年度の研究活動を通じて、アジ
ア各国におけるインフォーマルなケアワー
クの不足（Global Care Deficit）の実態、
生殖補助医療の利用状況とそれに伴う倫理
的・経済的課題、そしてグローバル・ケ
ア・チェーンを構成する移住労働者の健康
問題や、保健・介護人材の国際移動に関す
るガバナンスの課題が、ジェンダー構造と
深く結びついていることが具体的に同定さ
れた。 
これらの成果は、国際保健分野における

潜在的な課題の早期発見に繋がり、日本が
国際的な議論をリードするための新たな視
座を提供するものである。将来的には、ケ
アの社会化、リプロダクティブ・ヘルスに
おける公正なアクセス、移住労働者の権利
擁護といった喫緊の課題に対し、具体的な
処方箋を提示することが期待される。本研
究は、これらの知見を基に、次年度におい
て具体的な政策提言を行い、より包括的で
ジェンダー平等に配慮した国際保健施策の
実現に寄与することを目指す。 
 

 
＜研究により得られた成果の今後の活用・
提供＞ 
本研究により、国際保健分野における取

り残された課題の早期同定、及び今後、わ
が国が国際会議などの場で新たなイニシア
ティブをとっていく際の新たなフレームワ
ークを提示することが期待できる。具体的
には、以下の効果が期待できる。 

 
1. アジア各国において、少子高齢化

により不足が懸念されるインフォーマル領
域におけるケアワークの不足（Global Car
e Deficit）について、現在直面している課
題が明らかになるとともに、これを今後、
社会化する場合の課題、及び処方箋を明ら
かにすることができる。  

2. アジア各国で急速に進む少子化に
おいて、生殖補助医療の活用状況やその課
題、及びリプロダクティブ・ヘルスをめぐ
る現状、及び今後の課題、及び処方箋につ
いて明らかにすることができる。 
グローバル・ケア・チェーンを担う移住

労働者についてミクロな健康状態や、保
健・介護人材の国際的な移動に関する国際
的なガバナンスの在り方について課題と処
方箋を明らかにすることができる。 
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